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的な授業を展開することが可能となる。これに情報
通信技術を利用すれば、さらに効果的な授業の展開
が可能となるはずである。本講習会の目標はここに
ある。また、ある教員が、自分で行っている講義、
講演、研究発表の内容について第三者から忌憚のな
い意見を聞く機会は非常に少ないはずである。この
講習会では、いずれのコースにおいても、講習の内
容を参加者が自分の授業に取り入れて作成したもの
について、模擬授業を行い、お互いの授業を評価す
る時間を設けている（ピア・レビュー）。これによ
り、自分の授業を客観的に評価できるという点が、
本講習会のもう一つの特徴である。

（１）プレゼンテーションコース
プレゼンテーション技術を基礎から再学習し、授
業計画・授業シナリオの中で、効果的に用いること
を目指して、PowerPoint を用いたプレゼンテーショ
ンの講習と作成を行った。基礎の再学習として、メ
ニューの再確認、PowerPointの機能として準備され
ているアニメーションの使い方、一つのプレゼンテ
ーション内や別のプレゼンテーションへのジャン
プ、Webページ参照のハイパーリンクの利用方法な
ど、やや高度なプレゼンテーション作成を目指した。
本コースでは、受講者のスキルレベルを均一にす
るため、昨年から用意されたPowerPointのe -Lear
ningサイト（http://www.el-labo.jp/juce/2012/el.html）
で、受講者が講習会前に基礎的なスキルを学習する
ことを課しておいた。講習では、普段なかなか利用
しない機能を含め、様々なメニューを各自使ったり、
授業内におけるプレゼンテーションの効果的な位置
付けを再確認するような課題設定を行った。
実習では、講習した技術を利用して、受講者自身
の授業で使うプレゼンテーションを作成し、受講者
が互いに発表し、受講者同士でのピア・レビューを
行った。今回の講習では、PowerPointは単に資料を
電子的に提示する装置ではなく、授業シラバスの中
で効果的に使うことを強調した。
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１．はじめに
本講習会は情報通信技術を授業に使用することに
より、大学教員の教育の質の向上を目的としている。
具体的には、情報通信技術を取り入れた教材の作成、
授業設計、授業運営を行うことで、学生に対し刺激
的な授業の展開、学生の授業への参加・学習意欲の
向上を目指している。
今年度は平成24年３月１日～３日にかけて、大阪
経済大学において、57名（40大学、３短期大学）が
参加し開催された。初日午前中には、共通講義とし
て４大学から授業事例の紹介があった。
共通講義の実施にあたっては、発表内容について
事前に講師と運営委員会で詳細な打ち合わせを行
い、受講者が所属大学で応用できる内容に特化した
話題を提供いただくようにした。その結果、受講者
のインパクトは想像以上に大きかったように思われ
る。今回のようなスタイルの共通講義を今後も継続
していくことは意義があるであろう。
１日目の共通講義終了後、三つのコースに分かれ
講習会が行われた。
さらに３日目の午前中には、参加者全員を対象に、
高等教育における著作物の利用法についての講演を
行った。

２．講習内容
本年度は、授業シナリオに基づいた教材作成と効
果的な授業構成法の習得を目指した「プレゼンテー
ションコース」、知識の理解と定着を効果的に促進
するためにビジュアルプレゼンテーション技法の習
得を目指した「プレゼンテーションアドバンスドコ
ース」、授業マネージメントの観点から授業デザイ
ンの構築に必要な基本知識・技能の理解を深めるこ
とを目指した「授業デザインコー ス」の３コース
を実施した。いずれのコースにおいても、授業シナ
リオの作成が基本となっている。
効果的な授業を展開するには１回の授業を演劇に
例え、まずは、１回分のシナリオを作成する。この
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ーション技術を、教育目的に合った授業技術の一つ
として用いる方法を講習することが必要と考えてい
る。

（２）プレゼンテーションアドバンスドコース
本コースは、受講者の注意を引きつけるようなプ
レゼンテーションを展開するため、画像や動的表現
を用いたプレゼンテーション技術の習得を目指し
た。よって、参加対象は、PowerPoint等によるプレ
ゼンテーションを日常的に利用できる技術をもった
方とした。プレゼンテーションの録画、配信、電子
書籍化等を予習・復習に活用できる方法についても
触れ、学習全体での情報通信技術の利用方法をとり
あげた。講習ではクラウドサービスを利用し、講習
によって習得した技能が利用者の実環境に依存しな
いよう配慮した。
今年度の本コースは、技能の習得に注力してデザ
インしたことから目標が明確となり、受講内容、受
講者の受講目的とのマッチングが高かった。ただし、
技術はあくまでも授業を補助するためのものであ
り、それを活かすためには、授業設計に基づいたシ
ナリオの作成は不可欠である。プレゼンテーション
コース、授業デザインコースとの相互の関連性を考
慮しつつ、ピア・レビュー等を通した活用方法の検
討等も再度講習内容として検討する必要があろう。
また、情報通信技術の教育現場への浸透を鑑み、プ
レゼンテーション技法にとらわれず、情報通信技術
をどのように授業に活用していくのか、またそのた
めにはどのように授業を設計すればよいのか等、内
容の再検討が必要と思われる。ただし、より実践的
な内容とした場合、利用者が各人の大学で利用でき
る環境の差を考慮しなければならず、実施方法等に
ついて十分検討する必要がある。

（３）授業デザインコース
本コースでは、情報通信技術を活用して、効果的
な授業の設計と授業の進行の仕方について、授業設
計の立場から、有効な授業の在り方について学習す
るものである。授業が進行する上で必要な情報通信
技術をいかに活用できるかについて、参加者が自ら
の授業を省みて修正していくかが主題である。その
ため、本コースでは、学生に興味・関心・記憶にと
どめる感心を持たせること、関連する領域を学ぶよ
うに意欲が湧かせるような授業をデザインすること
を目指した。
受講者は各自の授業の資料を持参し、１回分の授
業を進行させるために、まず原点に戻り、授業を再
認識することから始めた。まず、新たにエスキスの
概念を用いて要点と構造の関係を明確にすること、
要点間の関係と構造の有意性を確認し、時間軸を加
えながら有効な授業進行を図ること、問題点や理解

に対して不明確なところをどのようにフォローでき
るかを同時に加えることが必要であった。
授業シナリオは、ある種の意味では極めて有効な
手段であり、その意味において、フォーマットも従
来提供してきた。しかし、教育目標が柔軟性のある
発想教育とそれに必要な知識教育を意味するのか、
初等中等教育のように確実に知識を埋め込んでいく
知識教育を意味するのかによって、学習シナリオを
異にする可能性がある。グループ内のピア・レビュー
を通して、多彩なTIPsを活用し、過多な内容を整
合化した事例や、討議を繰り返してより洗練性を
持った内容へ変化された事例が多く、多くの参加者
から役に立ったとの評価を得たことは喜ばしいこと
であった。

３．今後の講習会
講習会終了後回収したアンケートによれば、参加
者の講習会に対する印象は良く、今後も参加したい
との希望が多かった。
数年前に比べると情報通信技術に対する大学教員
のリタラシーは格段に進歩している。しかし、プレ
ゼンテーションソフトにより、膨大なスライドを垂
れ流して授業を行っている教員がいるのも事実であ
る。本講習会の前身である「授業情報技術講習会」
のときは、プレゼンテーションソフトをいかに上手
に使用して授業を行うかに終始していた。これを、
「FDのための情報技術講習会」としたのは、当初
の目的は達成されたと判断し、次のステップ、即ち
情報通信技術を使うことで、学生の学習に対する動
機づけ等、学生が自ら進んで事前・事後学習を行う
授業を教員に展開していただくためである。今後も、
情報通信技術を活用した授業をどのように展開すれ
ば学習効果が上がるのかをこの講習会で発信してい
きたい。
今年度行った講習前の参加者全員への共通講義の
事例紹介は有意義であった。今後もタイムリーでか
つ各参加者が設備投資や人的支援がなくても実現可
能な事例を紹介していくことが重要であろう。
その他、医・歯・薬系の授業に特化した講習会を
開催する必要があることを痛感した。これらの分野
では、国家試験が最終的には課されるため、授業で
教えなければならない内容が多く、結果として、大
量のスライドをプレゼンテーションソフトで垂れ流
しているというのが現状のようである。単に知識と
して必要なものは、e-Learningにより事前事後学習
させ、教員が教えるべき内容を厳選し、学生達との対
話を重視した授業を展開する必要があるであろう。
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